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発行によせて01

本学は比較的早い段階から男女共同参画の推進に関心を持ち、2014年にはダイバー

シティ推進の一環として、男女共同参画への取り組みを開始しました。2016年に

は、建学150周年に向けた長期ビジョン「HOSEI2030」の柱の一つとしてダイバー

シティ推進が掲げられ、「ダイバーシティ宣言」が発表されました。この宣言には、

人権の尊重こそが「ダイバーシティ実現」の第一歩であり、いかなる背景を持つ人

も排除しないというメッセージが込められています。

ダイバーシティ宣言の発表を契機に、男女共同参画の推進を含む、より包括的なダ

イバーシティ推進を一層進めてきました。これまでに策定されていた「障がいのあ

る学生支援の基本方針」や「ハラスメント防止宣言」に加え、「ジェンダー・セクシ

ュアリティに関する基本方針」および「国籍・文化・宗教等に関する基本方針」も

策定され、さらに『ダイバーシティに関する学生・教職員のガイドライン』が発行

されました。

2024年度には、DEIセンターが開設され、本学のダイバーシティ推進を可視化する

とともに、より包摂的な環境づくりへの大きな一歩となりました。DEIセンターは、

啓発活動や情報発信、コミュニティスペース「DIVERSITY LOUNGE」の運営、個

別相談対応、多様性に配慮した環境整備、学内のダイバーシティ連携のハブ機能な

ど、多様な役割を担っています。さらに、学生による自主的なイベントの企画・参

加や、各部局からのDEIに関する課題の共有・連携依頼を通じて、多様性を受容し尊

重する風土が徐々に醸成されつつあります。

多様性・公平性・包摂性の推進は、法政大学憲章およびダイバーシティ宣言に基づ

く本学の使命であると理解しています。今後は、DEIセンターの全キャンパスへの展

開、ガイドラインのさらなる充実、そして何よりも学生との協働を通じて、本学の

DEI推進を次のステージへと進めていくことが期待されます。

2

法政大学総長　Diana Khor

DEI推進は本学の使命

ダイバーシティ宣言 ☞
ダイバーシティに関連
する各種基本方針 ☞

https://www.hosei.ac.jp/hosei/daigakugaiyo/rinen/diversity/
https://www.hosei.ac.jp/diversity/sengen/hoshin/
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今年のインターンシッププログラムには、大学生や大学院生、キ
ャリアチェンジを目指す社会人など、さまざまなバックグラウン
ドを持つ参加者が集まっています。

3

　　　「多様性を包摂する環境作り」や「多様な背景をもつ学生・教職員への支援」「全
学的なDEI推進体制の構築」、男女共同参画推進関係など6つの目標と26の具体的取組を
挙げて事業計画を策定し、取り組みました。次ページから具体的な事業を報告します。

専任職員：

　　課長（兼務）1名、主任1名

コーディネーター：2名

　　（週3日×1名、週2日×1名）

　　※2024年5月1日現在

DEIセンター概要
法政大学は2016年にダイバーシティ宣言を発表し、ダイバーシティの実現に向けて取り
組みを進めてきました。2024年4月にダイバーシティを重視した大学運営の実現を図るこ
とを目的に、ダイバーシティ・エクイティ＆インクルージョンセンター（DEIセンター）
を開設しました。本学のダイバーシティ推進の中心的な役割を担い、本学が安心して創造
的に、学び、働き、それぞれの個性を伸ばせる場になるよう、取り組んでいます。

多様性を尊重し、互いに理解し合うための情報発信・交流
拠点として、多くの学生から多目的に利用されています。
ダイバーシティ関係の書籍の閲覧・貸出や、イベントを開
催しています。コーディネーターが常駐し、多様な学生等
が安心して過ごせる環境を提供しています。

　市ヶ谷キャンパス富士見ゲート1階
　月～金曜日　9時～17時（11：30～12：30を除く）

DIVERSITY LOUNGE

体制
DEIセンター運営委員会を置き、関連部局と連携しながら、センター事業の運営や、
ダイバーシティに関する学内の課題共有・環境整備を行っています。
また、DEIセンターの下に部会を設置し、「男女共同参画」や「ジェンダー・セクシ
ュアリティ」など各領域の具体的な施策の立案・実行を担っています。
さらに、グローバリティとダイバーシティを包括的かつ一体的に推進するため、総
長を本部長とする「グローバリティ・ダイバーシティ推進本部」を設置し、全学的
な体制でDEIを推進しています。

ス タ ッ フ

2024
年度
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事業報告

「ジェンダー、セクシュアリティ」「障がい」「国籍・文化・宗教等」
やハラスメント防止に関する本学の基本方針と具体的な取組内容を
整理し、これを「法政大学ダイバーシティに関する学生・教職員の
ためのガイドライン」として策定しました。
日本語版・英語版を発行しています。 全文はこちら→

登校時の急な生理などで不安を感じることなく、安心して大学生活
を送ることができるよう、2024年10月から2025年3月にかけて、
試行的に学内トイレへの無料生理用品の設置を行いました。大学公
認学生組織SASHとDEIセンターとの連携企画として実施し、アンケ
ート調査も行いました。97.5％が無料生理用品の設置を希望すると
いう結果となり、2025年4月より本導入することが決定しました。

障がい等の有無に関わらず、誰もが安心して学び働ける環境づくり
を目指し、ユニバーサルデザインの観点から施設面の課題を把握す
ることを目的に、市ヶ谷キャンパスのユニバーサルデザイン調査を
実施しました。車いす使用者を含む専門調査員による調査を実施
し、調査報告書を施設保全部や障がい学生支援室等の関係部局と共
有しました。この調査結果を活用し、より包摂的なキャンパス環境
の整備につなげるための施策を検討し、実施していきます。

学生の通称名使用手続きを変更しました。必要書類や申請書式を見直し、性自認や
性別表現等の理由により通称名使用を希望する場合は、DEIセンターで面談を行うフ
ローに変更しました。
学内書類に関して、記入例のジェンダーニュートラルなサンプルネームの提示や、
性別欄の点検依頼を行いました。
教員公募要領に記載するDEI推進の文例を作成し、提示しました。

大学教員の教育研究とライフイベントとの両立支援の一つとして、配慮願を利用して、
校務の配慮をDEIセンター長宛に申し出ることができる制度を試行的に実施しました。

多様性を包摂する環境整備1
① 「ダイバーシティガイドライン」の発行

② 無料生理用品設置の試行実施

③ キャンパスユニバーサルデザイン調査の実施（市ヶ谷）

④ 学内制度の変更や提示

⑤ 「ライフイベントに伴う校務の配慮願」の試行実施

https://www.hosei.ac.jp/diversity/publication/guideline/


シンポジウムでの登壇を通して強く感じたのは、いかに本学の取り組みが学内外から期待さ
れているかということでした。開催前からイベントを楽しみにしているというコメントを複
数の方からいただきましたが、当日も猛暑の中、本学の学生や教職員だけでなく、他大学の
関係者やこのテーマに関心を寄せる多くの方々がお集まりくださいました。
私自身も講演やディスカッションから様々な取り組みについて学び、また、セクシュアリテ
ィ、ジェンダー、障がい、国籍などの差異が生み出す交差性とそれに関する大学での実践に
ついて考えさせられ、得るものが大きかったと感じましたが、同じくらい印象的だったの
は、終了後の熱気でした。参加者の中に新しい繋がりが生まれて話が弾み、学生、職員、教
員、所属する組織という違いを超えて、人権が尊重され誰もが安心して学び、働くことので
きる大学を作ろうという気運の高まりが感じられました。これをひとつの出発点に、様々な
垣根を超えた取り組みが生まれることをとても楽しみに思います。

「キックオフシンポジウムに参加して」　佐伯 英子（人間環境学部准教授）
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ダイバーシティ関係の本の閲覧・貸出や情報収集、コーディネーター
や友人との懇談、LOUNGEでのイベントへの参加、お祈りの場所
等、様々な目的で学生や教職員利用されています。2024年度は延べ
2,275人がDIVERSITY LOUNGEを訪れ、利用しました。
秋には「DEIセンターin多摩」と題して、4日間多摩キャンパスで
LOUNGE運営やイベントを開催しました。

EVENT

2024年7月8日にキックオフシンポジウム「多様性、公平性、包摂性があるキャンパ
ス・大学を作るために」　を開催し、学生や教職員、他大学の関係者等112人が参加し
ました。総長と担当理事の講演の他、3名の専門家を講師としてお招きし、大学とDEI
に関して多様な視点から考えるイベントとなりました。

啓発・情報発信2

利用者数
延べ

2,275人

1
レインボーサロン

① DIVERSITY LOUNGEの運営・イベント

EVENT

2

法政レインボーほっとラウンジ
学生が主体となって企画、実施するセクシュアルマイノリティ
や、そうかも？と思っている人&アライのための居場所づくり
の企画です。DIVERSITY WEEKsの企画として始まり、その後
も継続して取り組み、年9回開催しました。

② DEIセンター開設記念キックオフシンポジウムの開催

登壇者の声
パネルディスカッションの様子
(右から1番目が佐伯英子先生)

DEIに関するテーマについて学び、話し、つながる場「レイン
ボーサロンを定期的に開催しています。2024年度は4回開催
し、計82人が参加しました。



今回、私は「利き手」と「ユニバーサルデザイン」をテーマにしたグッズとポスターの展示を
行いました。この企画は、DIVERSITY WEEKsのプロジェクトを通じて考えたことがひとつに
なりまとまったものです。
多様性というと、ジェンダーや宗教が思い浮かびますが、ほかにもさまざまな多様性が存在す
ると感じました。私自身が社会的に見てマイノリティだと感じる部分は、左利きであることで
す。そこで、ユニバーサルデザインと利き手を融合させることで、より多くの人々に多様性や
ユニバーサルデザインへの理解を深めてもらえるのではないかと考えました。
実際に企画を進めていく中で、言葉で自分の考えを伝える難しさや、年齢や学年が上の方々と
一緒に進めることの大変さを実感しました。リーダーとして企画を進める経験は初めてで、何
度も壁にぶつかりましたが、協力してくれた協力学生の方々の個性に合わせて仕事を分担し、
互いに理解し合うことで乗り越えることができました。
DIVERSITY WEEKsが終わり、多くの方が利き手調査に参加してくれたことを知り、大きな達
成感を感じています。ユニバーサルデザインの重要性や、左利きというマイノリティから見え
る多様な自由の形を伝えられたことも嬉しく思います。また、法政大学には一人ひとりが異な
る個性やギフトを持っていることに気づきました。この経験を大切にし、今後の学生生活やそ
の先の人生に生かしていきたいと思っています。

⑤ DEI NEWSLETTERの発行
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2024年11月18日～30日に「HOSEI DIVERSITY
WEEKs 2024」を開催しました。3回目となる今回
は、「誰もが安心して過ごせる大学へ～多様性、包
摂性、公平性をもっと身近に」をテーマに11のプロ
グラムを実施し、延べ2,713人の方が参加いただき
ました。協力学生が数か月間かけ企画発案から運営
まで行い、4つの学生企画が実現しました。

DEI推進や性の多様性等について理解を深め、より包摂的な大学
をつくっていくため、教職員や学生を対象に以下の研修・ガイダ
ンスを実施しました。
☞グローバリティ・ダイバーシティ推進本部研修、新任教員研
修、新入職員研修、新入生ガイダンス、学部教授会、ゼミ等

③ DIVERSITY WEEKs 2024の開催

ユニバーサルデザイン
に関する展示

④ 研修・ガイダンスの実施

協力学生の声 「ユニバーサルデザインを通して、多様性をより身近なものに」

ハラルやヴィーガンの
キッチンカー

開催報告

記事

DEIセンターの取り組み紹介やコラム等を掲載する
「DEI NEWSLETTER」の発行を開始し、vol.1～
vol.5まで発行しました。DEIセンターウェブサイト
を開設し、積極的な情報発信を行っています。

キャリアデザイン学部1年（2024年度当時）清田 愛美

NEWSLETTER

https://www.hosei.ac.jp/diversity/info/article-20241210165028/
https://www.hosei.ac.jp/diversity/publication/diversity-newsletter/
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新入職員対象「先輩職員が語る！～自律的なキャリア形成のために～」
5月7日 に実施し、新入職員20名と先輩職員8名が参加しました。部長から一般職まで
職位の異なる先輩職員が参加し、自己紹介スライドのほかに、年齢、職歴、役職、資
格、産育休の期間などを一覧表にして配布することで、多様なロールモデルを紹介しま
しました。双方の交流を行い、参加者からは、不安の解消とともに、研修での気づき
を、一人ひとりのキャリア形成に活かしていきたいという前向きな意見が多数寄せられ
ました。

男女共同参画の推進3

小金井理系説明会
① 学生・生徒向けの啓発

9月25日に法政大学第二中・高等学校で開催しました。このイベントは女
性の進学率が低い理工系学部について、中高生が興味・関心を持ち、将来
の進路選択をイメージすることを目的として企画され、大学生・大学院生
の生の声を届けました。

中高ジェンダー平等ワークショップ
生徒・保護者と共に学ぶジェンダー平等ワークショップを法政大学中学・
高等学校の生徒会が中心となって企画し、2月8日に開催しました。40人が
参加し、「日常のモヤモヤすることを考えよう」をテーマに高校生からの話
題提供・Khor理事による講演・グループディスカッションを行いました。

② 教職員向けの啓発

登壇者の声

ジェンダー・バランスがある学び場、職場をつくることはDEI推進の重
要なテーマと位置付け、DEIセンターの下に「男女共同参画部会」を設
置し、性別に関わりなく活躍できる環境の整備に取り組んでいます。

男女共同参画推進に関する部長会議懇談会
男女共同参画推進をテーマに、部長会議懇談会を2回実施し、
講演・意見交換を行いました。
１回目「大学におけるダイバーシティ推進の重要性～女性リーダー
　　への期待～」武石恵美子DEIセンター長、キャリアデザイン学部教授
２回目「DEI推進と男女共同参画について」　Diana Khor常務理事

③ メンター制度の試行

武石センター長の講演

女性のキャリアパスや視野の拡大、所属を超えたネットワークの構築等を目的に、主任
クラスの女性職員を対象にメンター制度を試行的に実施しています。2024年度は4名を
対象にメンターの先輩職員と月1回程度のメンタリング（面談）を実施しました。

【人事部】
産休・育休を取得する職員の代替として採用す
る派遣職員を、産休前と復帰後各1か月重複し
て採用できるよう採用期間を拡大しました。

【研究開発センター】
育児休職期間中の研究活動について
の相談制度を創設しました。

＊その他
 男女共同参画部会の活動を通じて関係部局と連携し、2024年度に以下の制度の創設等がありました。

https://www.hosei.ac.jp/kenkyu/inside/104681/
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DEIセンターでは、専門コーディネーターを配置し、性別や性自認のあり方、性的
指向等や国籍、文化等に関する個別相談を受け付けています。
2024年度に相談があったケースをまとめた結果です。

DEIセンターの個別相談利用属性は、学部生が全体の
約7割を占めました。自主利用だけでなく、教員、他部
署、診療所、学生相談室からの紹介ケースも少なくな
ありません。一方、教職員の相談割合は17.1％です
が、実際は教職員のセンター利用者は多いです。学内
の制度、図書について、学生への配慮など多方面から
助言を頂きました。センター開設前から全学でダイバ
ーシティ推進を掲げ啓発してきたことが関係している
と考えられます。全学的に、DEIセンターは「誰でも
相談していいんだ」と安心して相談できる場所として
認知され始めていることが伺えます。

属 性

ここでは、相談概要を４つに区分したデータを示します。LGBTQ＋/SOGI関連の相談が約8
割を占めました。LGBTQ＋/SOGI関連の相談において特に対面相談の場合、初めから声に出
して相談することを躊躇うことが多いなか、センター開設当初より学内で不足していたこの分
野の相談が可能なことや、オンラインでも相談可能であると周知していることにより効果が出
ていると考えられます。
また、2024年11月から相談内容（国籍、文化、宗教等）を拡大しました。データではグロー
バル関連の相談が約2割を占めます。相談内容を拡大した直後から、グローバル関連の相談が
学生、教職員ともに寄せられ、ニーズが再確認できました。

相 談 区 分

学部生
70.7%

教職員
17.1%

大学院生
12.2%

0 20 40 60 80 100

LGBTQ＋/SOGI関連

グローバル関連

障がい関連

複合マイノリティ

80.5%
19.5%

17.1%

12.2%

件 数
相談件数

41件
DEIセンターの2024年度の個別相談利用件数は、
41件でした。

個別相談4
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DEIセンターは、環境改善が必要な課題について関係部署と連携して対応してきま
した。その一方、学内でジェンダー・セクシュアリティ等についての理解や周知が
十分でないことから、「無理解・偏見・マイクロアグレッション」が起きており、
短期的解決が難しい根深い課題として顕在化しました。（例えば授業中のミスジェ
ンダリング、性的マイノリティや特定の人種、精神疾患への差別的言動等）。
SOGIEや性別、人種等に関する差別や偏見を人権課題として取り上げ、学生と教職
員向けに今後さらに啓発の機会を増やしていくことが急務です。
留学生への支援も重要な課題です。留学生は複合的（衣食住）な悩みを抱えている
傾向にあります。カルチャーショックやレイシャルハラスメントなどについて相談
できる場所であることを周知していくことが重要です。
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56 20 41 73 24 15 2

2024年度の相談内容からカテゴリを細分化したものです。
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メディア掲載、連携等

広報誌「HOSEI」
2024年8・9月号

【特集】わたし×ダイバーシティ
―本当の多様性って、何だろう？

発行：法政大学総長室広報課
　　　2024年7月24日

朝日新聞Thinkキャンパス
多様性、公平性、包摂性を

重視し、グローバル大学へと
加速する法政大学

掲載：朝日新聞Thinkキャンパス
　　　2025年3月31日

情報誌『shuTOMO』
GENDER? ジェンダーを考える

第2回 法政大学DEIセンター
発行：首都圏中学模試センター
　　　2024年12月8日

HOSEI ONLINE  ボイス
武石惠美子DEIセンター長 
✖Diana Khor副学長の対談

発行：HOSEI ONLINE
　　　2024年5月27日

他大学等との連携、見学受入等

他大学・機関からの見学、ヒアリングの依頼があり、7件対応しました。
「LGBTQ＋大学間ネットワーキングイベント」に参加し、情報交換しました。
東京レインボープライドの「大学ダイバーシティ・アライアンス」ブースに展示物を提供しました。

2024年度「自由を生き抜く実践知大賞」に「DEIセンターの開設」
がノミネートされ、表彰式で取り組みについて発表を行いました。
総長からの選定理由コメントはQRコードよりご覧いただけます。

https://www.hosei.ac.jp/pickup/article-20240730103254/
https://www.hosei.ac.jp/diversity/info/article-20250331104907/
https://www.hosei.ac.jp/diversity/info/article-20241220100622/
https://www.yomiuri.co.jp/adv/hosei/voice/post_205.php
https://www.hosei.ac.jp/info/article-20241216173913/
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最後に

DEIセンター設立1年を振り返って

法政大学DEIセンター長  武石 恵美子

　　    （キャリアデザイン学部教授）

法政大学は、2016年のダイバーシティ宣言により、人権の尊重、多様性の受容、
機会の保障を基盤に教育と研究を充実させていくことを明示しました。宣言に基
づき様々な施策を実施してまいりましたが、2024年4月に、全学の組織として
「グローバリティ・ダイバーシティ推進本部」を設置し、同時にDEIセンターが
開設され、ダイバーシティを進める体制が大きく前進しました。センターが学内
連携のハブ機能を発揮することにより様々な動きが生まれ、また学外からも
「DEIを推進する法政」として認知されるようになっています。

DEI推進において、学内の皆様のご理解を得ることが不可欠であることから、
様々な啓発イベントを実施してまいりました。11月には「HOSEI DIVERSITY
WEEKs 2024」を開催し、協力学生の企画プログラムを含めて多くのプログラム
を展開することができました。付属校との連携に関しても、付属校の教職員や生
徒の皆様の主体的な取組により、複数のイベントを実施しました。

また、センターでは専門コーディネーターによる個別相談を実施しています。こ
れまで個人的に対処せざるを得なかった問題を大学として受け止めることができ
るようになり、学内での安心感が高まっていることを実感します。そして、相談
内容は、実は個人的な問題ではなく大学の環境側の問題として受け止めなければ
ならないことが多い、という点も重要な気付きでした。個別相談を端緒に、セン
ターが学内の関連機関と連携して解決を進めた案件も多く、多様性を包摂する環
境整備に丁寧に取り組むサイクルが形成されています。

DEI推進に向けて、センターが順調なスタートを切ることができたのは学内の皆
様のご協力、ご支援によるものであり、心から御礼申し上げます。学生や教職員
の皆様が安心して能力を発揮し活躍できる大学になるよう、DEIの取組を加速さ
せていきたいと考えておりますので、引き続きセンターの活動へのご理解とご支
援をお願いいたします。
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データで見る男女共同参画01
１．本学専任教員女性比率

２．本学学部生男女比率（学部平均） ３．本学男女別の育児休業取得率

４．本学専任職員 管理職の女性比率



ダイバーシティ・エクイティ＆インクルージョンセンター（ＤＥＩセンター） 2025年3月

2024年度事業計画

目標 課題 No. 具体的取組 取り組み実績

1 DIVERSITY LOUNGE運営
・DIVERSITY LOUNGEを開設し、関連図書閲覧・貸出や情報発信を開始
・お祈りの場所提供を開始

2 DIVERSITY LOUNGEイベント開催
・レインボーサロンを4回開催（5、6、9、1月）
・学生企画「法政レインボーほっとラウンジ」9回開催（11、1、3月）

3 キックオフシンポジウム、DIVERSITY WEEKs開催

・キックオフシンポジウムを開催し、112名が参加（7月）
・法政フェア対面企画実施（9月）
・DIVERSITY WEEKs協力学生を募集し、20名程が参加し学生企画を実
施。その他関係部局や学部と連携し、全11プログラムを実施し、延べ
2,713人が参加。（11月）

4 研修・ガイダンス等の実施

・新任教員研修、新入職員研修、新入生ガイダンスを実施（4月）
・ゼミや学部教授会での性の多様性出張講座・研修を実施（6、10月）
・第2回グローバリティ・ダイバーシティ推進本部会議でDEI研修を実施
（11月）

5 HP、ニューズレター等の情報発信

・「DEIセンターウェブサイト」を公開、プレスリリース等発信（4月）
・「DEI NEWSLETTER」を発行（vol.1～5）
・HOSEI ONLINE（5月）、広報誌法政での特集記事（7月）
・情報誌『shuTOMO』（首都圏中学模試センター発行）に特集掲載（12
月）
・「自由を生き抜く実践知大賞」に「DEIセンターの開設」がノミネー
ト（12月）
・朝日新聞Thinkキャンパスに記事掲載（3月）

本学のDEI推進に関する現状把握 6 構成員へのダイバーシティに関する意識調査
・無料生理用品配布の試行に合わせ、主に学生向けに「ダイバーシティ
に関する意識調査」アンケートを実施。回答474件（10～3月）

7 キャンパスユニバーサルデザイン調査
・市ヶ谷を対象にUD調査を実施。報告会を実施し関係部局と課題を共
有。（1～3月）

8 各種書類の記入例におけるサンプルネームの提示
・学内の各種会議体にジェンダーニュートラルなサンプルネーム例を提
示（10月）

9 生理用品配布のトライアル実施 ・3キャンパスで無料生理用品配布モニタリングを実施（10月～3月）

ダイバーシティに関する基本方針や対応等の整
備

10 ダイバーシティガイドラインの発行・周知・点検
・ガイドラインを発行し、会議体やメールで周知（4月）
・学内各種会議体に書類の性別欄記載の確認を依頼（10月）
・内容を点検し、改訂版を発行（3月）

11 性の多様性に関する個別相談
・コーディネーターを配置し、個別相談を開始（相談件数：41件）
・国籍、文化等に関する相談内容を拡大（11月）

12 学生の通称名使用手続きの見直し ・通称名使用手続きの必要書類やフローを変更（2月）

ワークライフバランスの推進 13 ライフイベントに伴う校務の配慮願トライアル実施 ・大学教員を対象にトライアルで実施し受付・対応を行った（8～3月）

14
役員・機関長研修、学生・生徒・教職員研修、イベ
ント

・DEI全体で研修体系を検討し、各種研修を実施

15 HP、ニューズレター等の情報発信 ・男女共同参画ニューズレターをDEI NEWSLETTERに統合し、発行開始

16
女性活躍推進、次世代育成に関する行動計画の履
行・点検

・2024年度～の行動計画を公開、会議体等で周知（4月）
・女性教員比率の会議体報告（7月）

17 大学教員公募要領へのDEI推進文例の提示 ・学内会議体へ公募要領に記載するDEI推進文例を提示（7月）

18 教育研究支援制度導入に向けた検討
・制度設計を検討し、学内他制度の調査や調整を実施
・産育休取得経験教員や理系教員へのニーズ調査を実施（12～1月）

育成の環境構築 19 理系の女子学生・院生・研究者増加に向けた施策 ・二中高での「理系説明会」を実施（9月）

柔軟で多様な働き方が可能な環境構築 20 教員ネットワークの検討
・男女共同参画部会と連携し、研究開発センターで「育児休職中の研究
活動についての相談制度」を開始（10月）
・教員へのヒアリングでニーズを調査（1月）

21 職員メンター制度のトライアル継続
・4名の女性主任を対象にメンター制度を実施
・産育休代替による派遣職員の採用期間を拡大（4月）

22 研修（管理職、新入職員）
・男女共同参画部会で新入職員対象キャリア形成支援研修を実施（5
月）
・男女共同参画に関する部長会議懇談会を2回実施（1月）

方針、計画、目標の策定、情報共有体制の整備 23 グローバリティ・ダイバーシティ推進本部の発足
・推進本部会議を3回開催し、事業計画の審議やDEI研修を実施
・グローバリティとダイバーシティの連携や一体的推進を強化

24 学内関係部局・機関との連携 ・DEIセンター運営委員会や各部会等で関係部局との連携体制を強化

25 他大学や関係機関との連携
・他大学・機関が見学訪問受け入れ
・LGBTQ＋大学間ネットワーキングへの参加（8月）

市ヶ谷以外のキャンパス等における事業展開 26 市ヶ谷以外のキャンパスにおける事業展開の検討

・「DEIセンターin多摩」を開催（9月～10月）
・中高生徒会執行部・教諭のDEIセンター見学を開催（8月）
・中高ジェンダー平等WSを実施（2月）
・次年度以降の多摩での事業展開について検討

⑥ 全学的なDEI推進体制の構築
学内外連携体制の構築

③ 大学として着実な男女共同参画推
進
（役職者女性比率30％）

情報発信・啓発活動

④ 女性研究者の育成・採用・定着の
促進
（女性教員比率30％）

採用・定着の環境構築

⑤ 性別に関わりなく活躍できる職場
作りの推進
（女性管理職比率30％）

両立支援とキャリア形成支援の一体的推進

① 多様性を包摂する環境作り

多様性を尊重し理解し合うための情報発信・交
流拠点作り

DEI推進に関する全学的な意識向上

多様性を包摂するハード・ソフト面の環境整備

② 多様な背景をもつ学生・教職員が
個性と能力を発揮するための支援 性的マイノリティ等の学生・教職員への支援

付録2
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法政大学　ダイバーシティ・エクイティ＆
インクルージョンセンター（DEIセンター）

  TEL：03-3264-5529
　Mail：dei@ml.hosei.ac.jp

　〒102-8160　東京都千代田区富士見2-17-1
　法政大学市ヶ谷キャンパス　富士見ゲート1階

　DEIセンターウェブサイト
　https://www.hosei.ac.jp/diversity/

ウェブサイト　　　　　 X　　　　インスタグラム

法政大学
市ヶ谷キャンパス
富士見ゲート1階

https://www.instagram.com/hoseidei/
https://x.com/Hoseiudiversity
https://www.hosei.ac.jp/diversity/

